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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第１学年　　学級活動

	２　ねらい
	・働く人々の姿は、職業によって様々であることに気付き、職業に対する理解を深める。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・人は、他者や社会とのかかわりの中で、職業人、家庭人、地域社会の一員など、様々な役割を担いながら生きている。特に働くことを通して、自己実現を図りながら社会の要請にも応えていくものである。しかし、中学の発達段階では、まだこうした意識は薄く、関心も低い。
・本実践では、まず「働くとはどのようなことなのか、職業にはどのようなものがあるのか」について、身近な働く人にインタビューをする。そして、働くことへの興味・関心を高めていくとともに、職業に対する多様な価値観への理解や、望ましい勤労観・職業観をはぐくんでいきたい。



	主な学習活動
	時数

	・職業あてクイズをしよう
	　１

	身近な人に仕事インタビュー活動

	「仕事インタビューから学ぼう」

(1)　身近な働く人々のインタビュー
結果を基に、職業の内容や職業に対する考え方を知る。

(2)　キャリア教育としての目標

「キャリアプランニング能力」

＜働くことの意義や役割の理解＞
	　１

	・生き方セミナー
	１








「仕事」インタビューから学ぼう
１　学年、教科・領域　　　中学校第１学年　　学級活動

２　本時の目標

（1） 身近な働く人々のインタビュー結果を基に、職業の内容や職業に対する考え方を知る。
（２）「キャリアプランニング能力」＜働くことの意義や役割の理解＞
３　準備

· 事前アンケート「将来の職業について」の結果、身近で働く人へのインタビュー用紙
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　アンケート結果を基に、話し合
う。

２　アンケート結果から問題を抽出
し、本時のテーマとねらいを知る。
	○多様な意見を肯定的に受け止めさせる。

○働くことの厳しさ、つらさ、楽しさに焦点を当て、

本時の課題に結び付ける。

	３　本時の課題を把握する。　　　


４　働くとはどういうことなのか意

見を発表する。

５　各自で調査してきた内容をグル

ープで話合い、まとめる。

　・大変そうだ。
　・楽しいこともあるよ。
　・やりがいをもっている人もいる。
６　グループでまとめた内容を発表
する。

　

７　調べてきた保護者などの意見を
発表する。
	○数人に発表させる程度で、深入りしない。

○４～５人で話合いをさせる。

○グループの中で司会、記録等の役割を決めさせる。

○机間指導をしてまとめ方の支援をする。

◎友達との意見交換を通して、職業に対する多様な職業観・勤労観に気付かせる。
○事前に保護者の意見も集約しておく。



	８　ワークシートに自分の考えや今
日の授業の感想をまとめる。

　・働くことの大切さがよく分かっ
た。
　
９　教師の話を聞く。
	☆「働くこと」について自分なりの考えをまとめることができているか、ワークシートから判断する。
○働くことの意義について触れる。
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「働くとは、職業とは」





題材名





＜国語＞　


「聞く生活」を考えよう


・目的に応じて聞く


・メモを取りながら聞く








本実践





当番活動、係活動


委員会活動








＜調査活動＞


・仕事の内容や特色


・仕事の楽しみ


・アドバイスなど








＜社会（地理）＞


身近な地域を見直し、特色を調べよう





＜道徳＞


4-(5)


勤労の尊さや意義を理解し、社会の発展に努める





勤労観・職業観を


はぐくむ活動へ





身近な人への「仕事」インタビューから学ぼう








